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P01 4 ージアトン銹伽くよる核介晨生成罰昇草醜
み昇華住鍋知 A 昇撃住絣体A 混合効果
慮い原3‘げ） 珈低虚

し ばじ＇れに：パージ叶乃種々念尻錐体を応用して肉昇·里府甑広は、近年荻射化翌
”かも広く用いられ、その特僚ある分離仄ヒ粗よって匁＜ ＾成果玄収小て II る。れ‘2
IJ、こ介炉紅｀＇萩介艮生成叩昇輩介稔．区試お、水；魏系および固相系から下P 仇 A ージ＇
け日ず卜錨体を作らしめ、炭雌王成絢へ界草拳祐 I<') I) で連八授訂を行 7 て釆た 12: 
ここ賃、国体d) Zil勺げ昇草住＾必ーシ灯｀トン伶展鉱低い叩＇、，核．勿羨反応および

そ汀｛麟果を利用して、直要約 1てfP 、 A- ジャトず卜錯倅げらし外て、 1 rJ\昇第旅
動につい 7 定恥た。また．昇草分謡謬直前に昇薬住錯枠を混俗し、そめ添麟果につ
いても校討し E ＾で報告する。
之、実験方ガ、．．汀3 伽（ zs勺;</.以濃縮）紛 7 ,.,,w,wde,ｷ 

束げ昇華住心ジ斤トン錯体｛ ＼＇（ac 0.. C)3 、
Ce (acac)3 、 Sr (ae ，紅 C ）之、J3A(Acac)z 、

K(acaし）｝乞乳鉢{-:::.て良くすりつふ‘し (u在
ジけトン錯体1J zo : 1) 原3炉脱、射を行った。（ = 

Fig, 1 Schematic view of the vacuum sublimatographic system 

K U R PmZ, zoseし）これを叩～ 3飼籾 l. electric furnace, 2. outer glass tube, 3, inner glass tube, 
4. sample boat, 5. cold trap, 6. wtazy pump, 

した伎乙/lq-/月真空昇輩を行 7 E. 3 た、隙射肴 7. thermocouple, 8. slide-trans., 9, heatingelement 

践料に昇華性灼ージケト虜体f Y(aし此）3 、
恥ca.)+ 、力（df州）4駅を試料!:::./可量程度混合
してこ成も訊絲にて良くす 1) っぶし昇痕を行
っ仁

昇差分離股慣ば F i 8, L に示す。灯砂分離
効果を上げる意味からも，なるべく直線的温度
勾配岱欝られるよう電気炉と，四万鈴分に分け、
各クか‘｝虹 I＜疇7.きるすうにエ天した。種？
八8 ージサトン金尻錯的真息昇華に一穴適し、
1ノかも最適兎足分約を F i8, 2 パうに僻た。
昇華終了後、印創管を販 l) 武レ、 G M管にマ Fig.2 Temperature gradient 

（ぐ四鳴）放射能分布忘詞が、 7 り況着帯ぉ in the furnace. 

寸が終釦沈着評他を切 1) 取り麟詞Iここ
倉糊を溶かレ忠し、位（しi)平鼻什破ね券にて別肥し、訂扉捩併枡（＜J'/)該葎ぁよび｀＇そハ
量を走史し夜。
3 、絲晃｀、子昇華住鈴体て、爪昇華勿清臥祐果は、何屯加 l1j I I 硼合即ち千昇茸住銚低、中

に生成した「 P ld 、 BA(aC.ac)2.お寸び k(a叩泣翻、でば、ほとんじ昇葦lr:J灘該穏四＜
錯休自件が昇箪しか I ならば、そ小平 1く主成レたf P も昇箪ずぎ T↓ I\ ンし名物弱フ1.いる。
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訴 Fe(0..山）3 iほ、図加，／9S1望況y‘?よY 、叶（舵、印終的氾1月）か、ほ/Jct)ゎ
ずか府雛？れ、またじe (CAca)3 につ I) て 1迂、がI伍， I呟Ce 、り／4り '(.~2 Y. 叫が、これもこ'’

くわずかか羅さい長。 SM(AC.a し）昇ば、 9匂鳴吻o-竹九、｀＇クMd，的岱魯町
唸r-9吋，叫（闊履）が、わず灯漬にれた。これらは昇第頒鱗種から考えて砂
ッ十ャキレ→ー自体が昇翠している二とが考えられる。
沢（J屏箪住錯体と、照約知試粁に現なして昇草勿清鯰年た煽合i’ば、 Ba(acaじ） 2 、

k( a.C.に） A ようにキ-'1,,;-1マキレート自俸昇葉しばいも＾ても、 Zr((),cac圧が昆合て’'は、¢和
吻b, I嗚、ff岱、呵、 9沢恥旅燈小分離をみた。また、これら栽種＾分離彎／＼゜ターシほ、
Ycaca し）3 、 Ce（知に）S 、 Sr(ac底）2 幻も同じ｀ようにみられた。 Y（的）3 を愛台錯砕、にした
煽釦＇ばこれも同じく Baac知）ュ、 k(A叩）て＂もりをr鳴、 1吃e, I匁Ce、qパ、町、行舛
か介離さいた (F炉）。また和遺のキイツ干ャーキレート銚炉嗚合ても、ほぼ剛＇核種
心埼＼゜ターンてあった。
：：：：れらりか継結果から、昇墾住鈷倅這、射筏： A 混合初農につ ll て 1J、簸附時1：：店在する

千マ ‘‘I 十ャ千しートの種類む）も昇華叶に危丘する錯知：裡魚によ...,てヽ勿ゞ挽炭衝＇大き
く影響さ小るンいが判る。こ成 IJ昇旱許に加えられる洒度I/\効畏名汚慮する必要が＇ふる，
ま閲知疲に加える昇襄疇的経畷‘i訊‘よび＇り悉加量心雛麟へおよ l釘影響

につ I I ても花討したい。
• l) 国）、i窪 m. R<tdi()i soto伶s,v,l 21.Hv3(/況）
功西 ll\ • • I/ Vol功． N03[11802)
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P02 l l ろいろ製輝反応 1吋tt l する＇年の訊慕程 (I`)

修咀研） 0野崎正・店本王子

〔疇］ 咋は4噂色 1まじめ、枝鱈、虹謬疇叡使わ札るか用な様捨であり
、咋麟‘磯の咋鐸疇鯰知ることは、次のような知重要である。 0) 氣釈照
射1:::-c和）咋か褪立す紅時のターゲット裔のデザインに衿I弓な情報とな釦 (2) 貌未の荷
竜粒封炊射鱈叩、疇疇黍遠疇知翻 l：：：：免管した l) と 2 疇麟乍ータとな 3
。 (3) 4這縫辱幻 8 麟 I乙知）戸恥謬頃翫釦9l可丘疇刀釘属と
なが（4-）泥猿絡知祝蔦直（棧麟が秒放されると 1反危 L て簿広）と心釦、仮釦
“配阻吝を菟ぇ 3 戸逆疇M。以.t.f7)ような鯰砂、次遣麟 l：：より虹成す 3
咋の反洗揺稚紐I 狙しf:;.,
r60(3屯p)'IF) 160 （的pn)lgF) 180( p)n) 店巳 Ne. (dJ d)'午， Ne(3He岬犯F.
ンのうちの贅(~、 8乍掛の条杖命令で殺芯したが、 aをつづき他の万応につり直I tを兜
3 し、相互の困炒色見 3 杞めに、まとめ 2謡告'4'h.
〔輝J S心直印f多＼臼オン黍居叩沼成した年を～卸埠ケぽ四 l勾泣

入射させ、ケイ柔也ム和也ム炉 l乙：丑 l て｀工、＇I ヶ疱点の＇乍とケイ条とさ定
侑しゎ，詳細か、昨身謡釦ゎ紅） Z'’ あ 3 。

,"',18 。+p (5.2MeV)

：ーし｀：e(：：：濯闘）
¥'¥:+d(6MeV) 
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〔結愛·角慕J 剤克
結采も向 1 に示す。

名反於 12 つ l l'く 1がそれそ•I

れ 3~6 団の舟l兒の平均
乞と 7 た。入肘粒うのエ
ネ lしやー 1改，おのあ切の

麟妍面積が最j(.. 1::, なつ
ように多如足したのて、及
応によ，て畏 rt a 。® :/J¥ 

らあきうかなよう 1こ、各

豆 I：：フし）て、魏嘉，こ嗅
な 3 、今わ曲緑：が叶られに 0.3 

・ニれらによリ、 1?F 製

捗ゃ、条魯策象の放射艇
介村の隊、琶，んだ麟に
つ lIZlば、反梵仇影爾をビの秒痕危慮すれ 1ふしし）かが哺瞭にな a 。 F浮． 1 の反留り蒻牲の稜
令印、線（与えられた屡井色通過す 3蘭z 、河％0)年が静上司 3 かを示す曲様）さ F1,g,2
I塙す。令仁衿合核勅紅 1紅足して庫出した反貌エネ lしギ＇ーの豪尺筵、最小佳、晨裔介布
値と、咲緯I:::... よって知応配祀昴荏の飯火介布磋、 RO ％俸止1,t (8' 0 方d) {~戸パ狂づ
刃月み）芭 T虚 1,：：示す。斎琳低ビ朔I兒値 0 柑釦吠小 1関係ぱほぼ一致し、俗反応：：た
いす配平均反跳爺往の人／Jヽ 1関依ゆ計兎によシ印相に近い、唸栗ヒぢ？た。
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for Various Reactions 

Table l. Forward Recoil Energy and Forward Recoil Range (in Si) of 18F 

Forward Recoil Energy Forward Recoil Range 

Formation 
E i nci d. (MeV) (mg/cm2 '- in Si) 

Reaction 
(MeV) 

Max. Min. Highest Highest 
Di stri bn. Distribn. 80% Stop 

1 6 O(3 ~He, p)1 '8 uF 
8 3. 15 0. 17 l. 20 0. 3 0.45 

14 5.29 0.35 2.09 
II 

0. 4 0.65 

1 6 O(a,d)1 ,8 uF l 2. 89 3. 12 

I 16 O(a,pn) 
35 6.30 1.0 l. 5 

10.59 2.04 

1 8 O{p,n)1 ,8 uF 5.2 0.93 0.003 0.26 
I 

0. l 0.25 

!I 
2 0 Ne(d,a)1 '8 uF 6 3.58 -0. 31 0.45 I -0. l~0.5 0. 45 

2 0 Ne(3 ~He,aP)1 '8 uF 20 8. 91 -0.02 2.04 0.2 0.7 

i 
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P03 ナ）秒ストロ成電子分光法による竹'7Au の NEET観測

（阪大理）音在清痺 •O菊藤直 ·O篠原厚•森沫、稀~｀
（阪大教養）荒川隆一
（阪大工）裏克己•藤閑弘・中前幸冶•藤束修

NEET （電子遷移 IZ よる核励起）は、これまで‘18除（電子と核の相互作用 lさ E 2) と
2ヨ郊(E 1) とにおいて見出されており、次に硫気的相互作用（特に M 1) についての知
見が望まれる． l 'l7ALl には、 I河 1 に示すように、 KM1電ぅ
逐秒に非常に皿ぃエネ 1レギ＇ーを持っ核遷秒があり、 かっ両

君の1,重度が M 1 と等しいので、 NEET の条件が曲足され
ている． そこて＇｀、＇？ワAu にお lする M 1 相互作用による NEE

T の研茫を行なうことにす'?l,

而Au （：：お Iグる NcET の検出(::. 1 ょ、 NEET で‘励起される様

準ィ立が和威詣 1. q 11S の短寿命の｀x-励起状態で｀あるため、
先K 函Osで‘用いた抜晏1生体の放射化法ゃ、 23ワN紅‘用いた中

向準位からの心泉のインビ｀ー A ・シング｀｀ルス測定法 lさ有矧

(ELECTRON HOLE) (NUCLEUS) 

図 1. 1q7Au.(J) NEET遷秒

で 1さなし）． そのf-め、竜子線をペルス照身寸して K殻をイ六ン化した後、励起核、の失冶の
際に放出されるり紐 1. q')tS の内部怯換電子 (c.e.) を観測すること K よって NEET も検
出する知去を採ることにした． 同目的のために特別なナ）秒ストロボ咽狂J分光装置屯 l荊
発製 1乍し、 lll頁沢改良を重ねて実験をぽなっている．
NEET観測の原理 回 21次験装量の概Ill各を示す． まず、よく菓克した 1 ooke.V竜
子ビームを備向器 I (2 5" MH召、直線｛扁向）によってスリ、ット..l:..て｀箪振動させて、福 1 ns 固
類 20 ns のペルスピ｀ームを発生ざせる． これを 1qヮAI..C.ダーゲヽソト 1：：：照射して 1況峰、子0) K 

魚足をイ六；；；化する． 次 1::. 、

N.EET によって励起した棋準
位から放出される c.e. (主成
分の 63keV のエネルや｀ーでも

っ L1-c.e. に注目する）を、入
射紬と垂直に置ぃたレンズ｀て｀＇
負束したのち、｛扁向暦ェ (25
MHそ、直線倫向）によって再
がスリット上で嘩森動ざせて

1e ，レス屯取り広す この低

向暴 I と工の位相差の詞節よ
り 両スリ、‘I 卜て｀、発生する）ぐ

ル又相互vi a奇呵情報t得るこ

ELECTRON GUN (100 kV) 

凶
FOCUSING 因—|—図
LENS 

SLIT 

197 Au FOIL 

DEFLECTOR IT 
FOCUS I NG LENS 

図2..ナ）炒ストロぼ電子分光法によ~ NEET観測装筐

おとさ‘‘いきよてる・さいとうただし．しの 1まらあっし•もりもとさとし•あらかわりゆ

ういち・うらがつみ、ふじ‘おかひろむ・ながまえこうじ‘•ふじ‘つがおさむ
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とができる． 最俊 I:::. 介村覺雄石て‘b3kがの電う·屯

迅別し、 S -i (Au)検出器 (63keV て‘’FWHM ~ 1 o l<e V) 

を使って検出する． 検出届出力 1さ_MCA て｀‘モニタ

ーすると同時に Sc A (b 3k~V愛手のヒ°- 7 の FWH

M 1-:c思屯誤足）屯迎してマイクロコンどューダーに

よってもデ‘ーク収集される こll) µ-CO M Iさデ｀—

＂又幕ヒ同 B奇 I:..、紗相器の制御て｀‘偏向届の位相差屯
度化さもうことがで｀き、それにより 6 3 keV電令の 0、 1

nS 単位の時固スペクトルを利足できる． このスヘ°

クトル中に、 1. q')1.S の廂壊曲線が｀棟剰されたなら、

そ吼 1古 NEE丁による竹k«=V＇準位ll)肋起によるものて＇‘

ある．

実験及が結果 非弾•t生散古し竜¼ (KLM カージェ
電子も含む）によるヒ°ークが 2 イロ出現するように 0

一弓o ns の位相差について 0. 1 "s 町知｀‘ぅ則足して図
3 のスペクト）レ屯得る． そのし°ーク（立箇より中心‘
位相屯末めた． 沢 1:::. どーク向の叶 K 注目し、 0.2

ns 向馬て｀、各今ャネルの収菓時1旬を 4ms k:.して合計

105-1 回足奎した． 月ーゲットはJ O 阿叫麿の金箔

て’‘照射愛知さ 45 ドA ずあった． お袖部分より繹

部分を差し引いて）ぐックグ‘ラウンド屯院いたのが図

4 て＾、揉差が＇大き人て有惹のイ直 11得られていない．
差 ＇qヮAu て'‘の NEET 確弔 P Iさ、「 (X) を X 餃
の導位福、 E' を核と電弓0) M 1 相互作用エネルギ'-、

△を電子遷移と抜逢衿のエネ Iレ手｀ー差として、

p = [ 1 -t r(M1)/r(K)] (E'/ /:,,)2 (I) 

と表わされる． いま、 r(M1)/r(K) = o 、 42 、 A=

103 

` 
:• 

102 : 

§但 101 

. ..... 
... 
,. ... 

100 

oL—··· I 
0 200 400 

CHANNEL NUMBER (lch=0-1 nsec) 

図 3. 63 k<a'.V電子の時 1同スペクト

）レ． ヒ°- 7 の右視 I:::. c.,. e."記襄
曲線の出現が期待される．

1• 5 

゜
゜1•O 

0•5 

゜^ ｧ ゜゜ ov 00。 ol oo o 
Q。

゜ 00 ゜00  

゜ ゜ l 。°

゜゜-0•5 ト

I I, I゚ I I 

4.o 6ｷ0 8.o 10,0 

'J (nsec) 

-43eV \ さらに E' は一 0 、 l区V と概耳さ仇るのて＇： 図 4. 鯖柏詰果と理論値（曲線）

p-::: I 、 7 X 10―5 を得る 本定験の売件下て＂検：出ざ
れるべき c.e. の計数年 C (qs) は、雨子の飛行 B寺間を補｀正した位枡差を乎ヒしたt,き、

C -== 2 ｷ 8 x IO 4 P e,l(p (-3蒻 x 10房） ＝ 0·48 紅p(- 3ｷb5XI0'6 Cf) (2) 

となり、それを図 4K 笈曲線で｀示しに 同図て｀｀明らかなように、理論的予測 1直と較 N' て
実験精度が十分ビと（す大えない， これ 1古ヒ° - 7 の裾の部分に非弾1生背埠し電子が混入して

きたためヒ考えられるのて｀｀、 2 次ビ｀ーム系の再問整を中心とした装覧の改良に努めてい 3.

その裾の部分てのバックク‘‘ヲウンドを、内 l 栢下げ｀ぅる改良の令地があるので｀、 この改良ス

よって印7AL<.,にお Iする NEET を観刹できると期待される．
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P04 /f磁和疇 1, I 生，を日 1氾｀ーサイ 7 ロトワン

株氏会社日本製鍋所加逹器部叙島 95

蘭約板杯1か即 0山叫輝

1. 医学 lてあサ ~RI の役割ばきわめて大き vヽ．医学研克のみ[O らず日常の蒻漱•1てあ‘~'
てt．広く利用乞れてゞる．これらりグ9 く限．原手炉で‘生，荏ュれ 3 中‘'}主｝過剰枝柑で．も一
藩凜す:}.サ 4 7 ロトロン 1•77n速，之れた荷雹粒手I) .9及射を用 V‘ れば｀，中性手欠穐 o RI t 

逹担体に生危古ることがでぎる。 1 n 、ヤ 1こ l芥 I IfC, 1打，も，乍 Dfe, 気事、国＇勺 12・ヤ£
，等の医労的に童要は妊尋令枝桓かがく合手れて、ヽ~.これらのうち移廷平栽見月 K I であ
I) J主要生物体構虹和•ゎ碍電謬訊桂， 1し＇柑，＇も， 13'.い事界叩＜綿CT校珍 I~
比して秒租 I釦心、 K籾脱Iいを代リ、風羞紐織I/),桟囮 l月分汲系吋輝成構を知 3 こしを可
知すうンとすら，診町能n を廂買的に伺上さt 9 :::. tか＾期特さJして‘‘つ。~-J\l の RI
を弓控）て洞花内て｀緊立可能 1~ した 1,t、・ーサ 4 クロトロンを当社が円杞；したので緒介する。
2. 装置m ； 本裟置l不，f易手エネルぎ｀ーで l◊H e V, 塑楊手エネル宍‘- T̀7M e v 
手で加速可貨もであう。ビーム取出レ平全 1芥 30(111.て｀‘ぁ') I 取ぷ、レビーム噂瀕国別必であ
3 。てグネ・ク~ 11-A V 立を採用し晨大9直 lサ的 l.6 川ヒ Ij翌で、あ 1 ノ放艇知町 5
付埠酎紐(. I/,oo) を府す 3 ．幻振知 4 ラ°, 2 デイー方式としJ共振和 1l翌他
這るた>I:) I 記紺即は数を株用して褐□逗をZ停ノ産：f易紅1Z忠を引名としていう。
祀派浴は他励搾バ直 l印して， l月汲数の安た他を図ってい 3. 4 オン兎． Iょ熱荏施p l q-
加式であ＇），デ,I 7 レ 7 クー 1本企訊視喝和O1 方武を、株用して、、~ • R 1 f l, てグネット
碍に取付 1t只れたターケ‘•7 卜叔ッ 7 ス 1"生庄さ札， R i処姪裟覆 Iこよリ薮iし，須元あ 3
ゞ rcr }-;:,ッ 7・之れ也れ1)‘'燐ヒして外］以~ . 

.3.王座立双磁打澤 K エーit(_¥幻肛 0 分） ；生名反応 l本，も c い）＂c ／
IIB l. A 1 2 れ）＇lC, 14N (. F I A) C ／はぃ浪び·‘が利用される。こりうち巾（f /小 9)
児及応 I1 ，反応吹専が衣、、莫，クーケ‘｀ットが格ゞやすい点伶ど肩如l7`‘ 石 9 ．こIf}及jtじて甘
，島耗度喀原がスをクー T' ットヒレ Io 1--1 e v 喝みしヤ）で｀・嵯対す 3 。生ぶ L だしはター
ゲットがかf l湿在す碩反名と反応して，＂し〇祈ヽより', It o ュとは 3 。'し o ぁぅ"‘は '’co ュ
輝代で得 3 KI本，；玲気体をしIA D て｀‘啄化すうか，又 n で•還ぇI'~ 1'‘によって化学形を
子うえ 3 。閲耳た、各種紐‘疇叩裸識｀とレて理想的であ~.友底中 l呻しして
1と出 0 レI J It H 孔，＂（出O r-.導色， 7 ミ‘/’, 7 :r)ー）レなt・｀りメ今）虜導い令凡‘k屯っ
て行く。児 0,. 1tf')ニア反応て｀叱有枯涌笈を令成す 3 材料と(J. 3 。ターケ・フトの＂、r-. I I ヽ
邊の水衷を混在させて照匂すす 5 認1-1 4 が主生産され、これt放射綿か缶｀副生した NI43
t t疇した包奎稚姓上を通すこt lてよって印いJを生庖1‘ をる。 13N(_ 半叡期 \0 令）
；這麟n'を(_&. I I\'\.）切，も(_pJか）＇打直麟が利用され．ふ叩 l-lぅを黎屯す
紅いは，アンモニマ水を喝手で照射して，出J O;- I'叫 0.1- "-1fクしして生坂いk 3 。
:::..れを Tん』3 t µぃ O H り．還元肴jの寸 1 翌射した水ど及 1べ入心 nll熱す｝と，杓 2& ）可
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で全切の 70 ％が％j出にして得らい•い小⑰職馴ゆl 目で｀芝 3 。
も(_”国 2介） ；豆訊ね，’お（か＼）＇ 0ゞ 反応て｀、製迄 2 れう。ターケヘ？卜 1凡 1, 生成さ
紅西2. I 西，這iL ー還、元之JL, J必急とす 5旭芋秒lt精繁 2 戸。これら Ii,啄吠
思界贄疇い旺疇用□ 3 。'年(¥疇 l ｷ1 o 令） ；這疇心心ぶ）序
及知繁迄紅如う。口の反知、製造した咋謬水り求態噴らJ,t...I有桟幻加謄嶺に肩
利臼う。特 r學叶瀾液査に屑わ咋- 70 ロデ＇オでシゲルコースが精緊 1‘' を 3 。
戻． 1 k 叫"t‘｀ーサイク v 卜 V ン B し IO ワ型 (P= IO M eJ, d = 7 M り） l吐 s., て1f
以＼毒瞬痰期 KI 刃這危を示す・

衷 1. T ピーサイク'C1 I-'t7ンによ ~RI 繋迂量

化渤形 エネルギ屯刷 ピーが電叫叫 襲射時岡愴） 吹量（爪Ct) 気戻砂）

1c1 oz P こq .5 5'0 b 0 2: I 、 20 0 フ呼，9

巾叩 p ~ ~.S"" !,o 40  之:2 7 0 
i 

C1もz.. d : 5.9 50  ユ 0 ZI 、 3 O t:> I;,,s I 
／含已． d : 5、7 50  ユ40 Z 300 ?'SO 

r ~ i I ー
p ;褐-} J..；童階｝

以上~

‘‘いじ｀まあきら・やまだ｀てるお
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